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しろ うま だけ 

〜
癒
し
の
伝
統
文
化
〜　

布
橋
灌
頂
会

 

（
ぬ
の
ば
し
か
ん
じ
ょ
う
え
）（
立
山
）

 

［
富
山
署
］
神
々
し
い
霊
山
・
立
山
は
、
江
戸
時

代
、
山
中
に
地
獄
と
浄
土
が
あ
り
＂
あ
の
世
の
世

界
＂
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
男
性
は
あ
の
世

で
あ
る
立
山
に
立
ち
入
る
こ
と
で
擬
似
的
に
死
者

と
な
り
地
獄
の
責
め
苦
に
見
立
て
ら
れ
た
厳
し
い

禅
定
登
山
を
行
う
こ
と
で
罪
や
穢
れ
を
滅
ぼ
し
下

山
し
ま
す
。
こ
う
し
て
新
た
な
人
格
・
生
命
を
再

生
し
、
現
世
の
安
穏
や
死
後
の
浄
土
往
生
が
約
束

さ
れ
た
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
時
の
立
山
は
女
人
禁
制
の
場
所
で

し
た
。
そ
こ
で
、
立
山
の
入
口
に
あ
る
立
山
町
芦

峅
寺
（
あ
し
く
ら
じ
）
で
は
、
男
性
の
禅
定
登
山

と
同
義
の
儀
礼
と
し
て
、
女
人
救
済
の
た
め
に
閻

魔
堂
・
布
橋
に
お
い
て
、
女
性
の
浄
土
往
生
を

願
っ
て
「
布
橋
灌
頂
会
」
の
法
会
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
法
会
に
参
集
し
た
女
性
参
詣
者
は
、
閻
魔

堂
で
懺
悔
の
儀
式
を
受
け
た
あ
と
、
こ
の
世
と
あ

の
世
を
つ
な
ぐ
朱
塗
り
の
布
橋
を
白
装
束
に
目
隠

し
を
し
た
姿
で
僧
侶
に
導
か
れ
な
が
ら
白
い
布
の

上
を
渡
り
、「
死
後
の
世
界
」
に
赴
き
ま
す
。
布

橋
を
渡
る
と
、
立
山
山
中
に
見
立
て
ら
れ
た
う
ば

堂
（
現
在
の
遙
望
館
）
の
中
に
導
か
れ
、
そ
こ
で

目
隠
し
を
解
く
と
暗
闇
の
中
で
す
。
や
が
て
室
内

の
覆
い
が
上
が
る
と
、
目
に
射
し
込
む
光
の
先

に
、
立
山
に
つ
な
が
る
別
世
界
を
目
前
に
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
儀
式
は
、
明
治
の
廃
仏
棄
釈
に
よ

る
影
響
で
廃
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
八
年

に
立
山
町
主
催
に
よ
る
復
元
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
、
平
成
十
七
年
、
十
八
年
、

二
十
一
年
と
開
催
さ
れ
、
昨
年
は
、
県
内
を
は
じ

め
京
都
、
大
阪
な
ど
か
ら
七
十
名
を
超
え
る
女
性

が
参
加
し
、
ま
た
三
千
名
も
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。（
開
催
日
等
の
問
い
合
わ
せ
は
立
山
町

商
工
観
光
課
ま
で
）

◆
ア
ク
セ
ス

　

 

立
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で　

布
橋　

県
道
六
号
線

（
立
山
街
道
）
約
三
十
分

︻
周
辺
散
策
︼

　

立
山
博
物
館
（
ま
ん
だ
ら
遊
苑
、
遙
望
館
）

か
ら
少
し
足
を
延
ば
せ
ば
、「
称
名
滝
」
日
本

一
の
落
差
を
誇
る
名
瀑
布
（
ブ
ナ
坂
国
有
林
）

　

ま
た
、
富
山
地
方
鉄
道
［
立
山
駅
］
か
ら

は
美
女
平
、
室
堂
方
面
（
ブ
ナ
坂
国
有
林
）

へ
行
け
ま
す
。

称
名
滝
（
落
差
３
５
０
㍍
）

布橋灌頂会

まんだら遊苑
（餓鬼の針山から見た精霊橋）

遙望館ホールから望む立山連峰


